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論 文 内 容 の 要 旨

平衡椀能障害および眼振が比較的少量の飲酒によりおこり,これは少量のエタノールが小脳前庭系に対

し選択的に作用するためと考えられている｡しかし,前庭系の細胞活動に対するエタノールの作用態度に

ついてはなお十分明らかにされていない｡本論文で,はエタノールが中枢ニューロンに対し選択的な作用を

もつか否かを確かめるために,第8脳神経刺激により誘発される前庭神経核ニューロン活動に対する作用

を研究しさらに三叉神経刺激による三叉神経脊髄路核ニューロンの反応に対する効果と比較検討したO

α-タロラT2-ス軽麻酔,ll)ドカイソ局所麻酔およびガミラソ非動化ネコを用いた｡ ガラス管封入銀製

微小電橡を用い,前庭神経外側核および三叉神経脊髄路核細胞のスパイク電位を細胞外より記録した｡前

庭神経外側核ニューロンの性質の同定には,正円窓を通して第8脳神経を順行性に,頚髄において同側前

庭脊髄路を逆行性に刺激して行った｡三叉神経脊髄路核ニューロンの同定には頭蓋内三叉神経幹を贋行性

に,反対側内側毛帯を逆行性に刺激して行った.25%(W/V)に希釈した′ユタ/-ルを大腿静脈より10分

間隔にて対数的に増量して授与した｡同時に大腿動脈の血圧を測定した｡

前庭神経外側核ニューロソは勝行性および逆行性刺激に対する反応様式から単シナプス性(MS塑),多

シナプス性 Ⅰ塑 (PS-Ⅰ塾)および多シナプス性‡型 (PS-丑型)ニューロンの3種に分類されたoMS

塾ニューロンは順行性刺激に対し1.0-1･5msec〔平均 1･3土0･1(S･E･)msec〕の潜時にて単シナプス

性に発火し,逆行性刺激に対して 1.0士0･lmsecの短潜時にて反応し, かつ200Hzの高頻度刺激に応

じるニューロンであるoPS-Ⅰ塾ニューロンは順行性刺激により2･1-411msec(平均 2･8士0･2msec)

の潜時で, また PS-‡塑ニュ-ロンは 9.Omsec以上 (平均 20.1士3.8msec)の潜時にて発火し,逮

行性刺激には反応しないニューロンである.

MS型および PS-Ⅰ型ニューPソの順行性スパイク発火はエタノールにより用量依存的に抑制され,

0.4g/Kg以上ではスパイク数を有意に減少させた. 一方,逆行性スパイク発火および順行性スパイクの

潜時はユタ/-ルにより変化しなかったoPS-Ⅰ型ニューロンの順行性スパイクは1･6g/Kgまでのユタ
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ノールによりほとんど無影響であった｡

三叉神経脊髄路核ニューロンのうち,順行性刺激に比較的短潜時 (3.0士0.3msec)にて反応し,かつ

200Hzの高頻度逆行性刺激に短潜時で応じる中継ニューロンに対し, エタノールは 1.69/Kgまで全く

無作用であったO また,順行性刺激に対して長潜時 (8.9士1.2msec)にて発火し,逆行性刺激には応答

しない介在ニューロンでは,0.89/Kgまでのエタノールは影響せず 1.6g/Kg投与によりスパイク数を

有意に減少させたO血圧はエタノール 0.8g/Kgまではほとんど無影響であり,1.69/Kg投与により一

過性に低下したが,数分後に正常に回復した｡

以上の成績より次のように結論される｡

①少量のエタノール (0.49/Kgは血中濃度 8.7mg/dlに相当する)紘,前庭神経外側核の単シナプス

性および多シナプス性Ⅰ型ニューロンの順行性スパイク発火を選択的に抑制し,この部位でのシナプス伝

達を抑制することが明らかにされた.②前庭神経外側核の多シナプス性 Ⅰ型ニューロンはエタノールに対

し抵抗性を示した.③三叉神経脊髄路核の中継および介在ニューロンに対し,それぞれ1.6および0.8g/

Kgまでのエタノールは無作用であった｡④1.69/Kgまでのエタノールは神経線維伝導に対しほとんど

影響しなかった｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

本論文はエタノールが前庭神経外側核ニューロンに選択的に作用するか否かをネjを用いて研究したも

のである｡前庭神経末端を電気刺激した時に発火する前庭神経外側核ニューロンを,その潜時により単シ

ナプス性型,多シナプス性 Ⅰ型および多シナプス性Ⅰ塾ニュー｡ソの3種に分類したO単シナプス性型お

よび多シナプス性Ⅰ塾ニューロンの順行性発火はエタノール 0.4g/kg以上の静脈内投与により有意に押

倒されたが,多シナプス性 Ⅰ塾ニューロンのそれは 1,6g/kgまでのエタノールにより影響を受けなかっ

た｡単シナプス性ニューロンの前庭脊髄路刺激による逆行性発火はエタノール 1.6g/kgの投与によって

無影響であった｡一方,三叉神経幹および内側毛帯刺激により同定された三叉神経脊髄路核ニューロンの

うち,中継およびB型介在ニューロソの順行性発火はそれぞれ1.6および 0.8g/kgまでのエタノールに

より変化しなかった｡以上の研究は前庭神経核におけるエタノールの選択的な抑制効果について新知見を

加え,飲酒と平衡機能障害の関係解明に貢献するところが多い｡

したがって本論文は医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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